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研究要旨 
 2013 年 12 月 31 日までに本研究に登録した肛門扁平上皮癌自験例について検討す
る．また 1999 年 7月から 2013 年 12 月までに当センターで治療した肛門扁平上皮癌の

治療成績について報告する． 

 

 
Ａ．研究目的 
当センターにおける本臨床研究の施行状況につ

いて報告する．また最近 15年間に治療した肛門扁
平上皮癌について検討する． 
 

Ｂ．研究方法 
本臨床研究に登録した 1 例について検討する．さ
らに1999年1月から2013年12月までの原発性大

腸癌 2950 例における肛門扁平上皮癌の治療成績
について報告する． 
 

（倫理面への配慮） 
ヘルシンキ宣言および「臨床研究に関する倫理

指針」に従って研究を実施した．担当医による口

頭の説明と同時に，十分なインフォームドコンセ
ントを行い，説明同意書で同意を取得した． 
 

Ｃ．研究結果 
当施設から肛門扁平上皮癌 1 例を第 I 相レベル 

1 として登録した．残念ならがその後，適確基準

に該当する症例を経験していない．1 例目に関し
ては化学放射腺療法2 コース開始後の4日目に化
学療法休止規準に該当した（AST：122 IU/L、ALT：

153 IU/L）．放射線治療の最終照射日まで化学療
法再開規準満たさず，2コース内の S-1内服回数が
7 回となったものの，その後は有害事象を認めて

いない．2013 年 12 月に施行した腹部・骨盤 CTお
よび MRI 検査においても，病変の再燃は認めてお
らず，今後も経過観察を継続する予定である． 

 
当院で外科治療を行った大腸癌 2950 例中 30 例が
肛門管を主座とする癌腫であり（1.0%），肛門扁平

上皮癌は 4例であった（Stage 0 1 例，Stage I 1
例，Stage III 1 例，Stage IV 1 例）．Stage 0 に
対しては肛門的局所切除を施行，Stage I に対し

ては超低位前方切除を施行，いずれも 5 年以上経
過したが，いずれも再発を認めず完治したと推測

される．一方，Stage III と IV の 2 例に対して
は人工肛門増設後に放射線化学療法を施行したが，
それぞれ癌死した． 

 
Ｄ．考察 
現在，当センターでも肛門管扁平上皮癌に対し

て放射線化学療法を取り入れた治療を行っている
が，現時点での治療成績は決して満足いくもので
はない．肛門管癌の 60～80％は扁平上皮癌であり、

比較的放射線に対し感受性が良好である．手術器
機や手術手技の進歩により肛門近傍に発生した分
化型腺癌に対する外科治療成績は向上しているた

め，今後は化学放射線療法を主軸とした集学的治
療が期待される． 
 

Ｅ．結論 
進行肛門扁平上皮癌の治療成績は不良である．

Stage II および III の肛門管扁平上皮癌に対する

化学放射線療法の長期予後は本邦でまだ解明され
ておらず，本研究の意義は大きいと考える．今後，
化学放射線療法を主軸とした集学的治療の開発が

期待される． 
 
Ｆ．健康危険情報 

 
 なし 
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 なし 
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 なし 
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 なし 

 


